
(57)【要約】

【課題】管状部材の開口端部内に組み付けられる際に、

回転方向に配向させる必要のない、クロージャー／リテ

ーナのアセンブリを提供すること。

【解決手段】

　管状部材12の中空室14の端部を塞ぐクロージャー／リ

テーナのアセンブリ10であって、管状部材12は内面に孔

状部のような係合面16を複数備える。クロージャー／リ

テーナ18は周囲に係合用の指状部20を複数備えて、クロ

ージャー／リテーナ18が管状部材12に対して任意の回転

方向にあっても、少なくとも１つの指状部20を係合面16

の各々と係合させるように、指状部20の数、幅及び間隔

を定める。本発明に係るクロージャー／リテーナのアセ

ンブリ10は、特に管状のバルブボデー内にフロートを保

持させる燃料タンク用の燃料蒸発ガス用ベント弁を軸方

向に自動的に組付けるのに好適である。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 側 か ら 取 り 付 け ら れ る ク ロ ー ジ ャ ー の ア セ ン ブ リ で あ っ て 、
　 （ ａ ） 一 方 の 端 部 に 近 接 し て 、 複 数 Ｋ の 分 離 し た 係 合 面 （ １ ６ ） を 周 囲 に 離 間 し て 設 け
た 管 状 部 材 （ １ ２ ） と 、
　 （ ｂ ） 前 記 一 方 の 端 部 に 対 し て 内 側 か ら 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ 、 か つ 複 数 Ｎ の
係 合 用 の 指 状 部 （ ２ ０ ） を ラ ジ ア ル 方 向 に 延 ば す よ う に 周 囲 に 離 間 し て 設 け た プ ラ グ 部 材
（ １ ８ ） と を 有 し 、 こ の 際 、 前 記 プ ラ グ 部 材 が 前 記 管 状 部 材 に 対 し て 任 意 の 回 転 方 向 に あ
っ て も 、 少 な く と も １ つ の 前 記 指 状 部 を 前 記 係 合 面 の 各 々 と 係 合 さ せ る こ と を 特 徴 と す る
ク ロ ー ジ ャ ー の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 Ｎ と Ｋ は 、 Ｎ ＝ Ｋ （ ｍ ＋ ｉ ） の 関 係 に あ り 、 こ の 際 、 前 記 ｉ は 少 な く と も １ の 整 数
で あ り 、 前 記 ｍ は 少 な く と も ２ の 整 数 で あ っ て 、 各 前 記 係 合 面 に よ っ て 定 め ら れ る 中 心 角
γ は 、 γ ＝ ３ ６ ０ ° （ ｍ ／ Ｎ ） の 関 係 に あ り 、 前 記 係 合 面 間 の 間 隔 に よ っ て 定 め ら れ る 中
心 角 Δ は 、 Δ ＝ ３ ６ ０ ° （ （ １ /Ｋ ） -（ ｍ /Ｎ ） ） の 関 係 に あ り 、 か つ 、 前 記 係 合 用 の 指
状 部 間 の 間 隔 β に よ っ て 定 め ら れ る 中 心 角 β は 、 β ＝ （ γ /ｍ ） － α の 関 係 に あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ク ロ ー ジ ャ ー の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 プ ラ グ 部 材 は 略 カ ッ プ 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ク ロ ー ジ ャ
ー の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 管 状 部 材 は 環 状 の 肩 部 （ １ ９ ） を 内 部 に 形 成 し て 備 え て 、 前 記 プ ラ グ 部 材 を こ の 肩
部 に 対 し て 係 合 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ク ロ ー ジ ャ ー の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 係 合 用 の 指 状 部 の 各 々 は 、 前 記 係 合 面 の １ つ と ス ナ ッ プ 係 合 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の ク ロ ー ジ ャ ー の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 プ ラ グ 部 材 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 部 材 か ら 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の ク ロ ー ジ ャ ー の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 分 離 し た 係 合 面 は 前 記 管 状 部 材 に 形 成 さ れ る 係 合 面 の 端 部 を 構 成 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ６ に 記 載 の ク ロ ー ジ ャ ー の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 燃 料 蒸 発 ガ ス 用 の ベ ン ト 弁 の ア セ ン ブ リ で あ っ て 、 バ ル ブ ボ デ ー （ ３ ２ ） 、 フ ロ ー ト （
４ ２ ） 及 び リ テ ー ナ （ ４ ６ ） を 有 し 、 こ の 際 、
　 （ ａ ） 前 記 バ ル ブ ボ デ ー （ ３ ２ ） は 燃 料 タ ン ク 内 に 装 着 さ れ る よ う に 構 成 さ れ 、 フ ロ ー
ト 用 の 中 空 室 （ ３ ４ ） を 有 す る と と も に 、 ベ ン ト 用 の ア ウ ト レ ッ ト ポ ー ト （ ３ ６ ） と 連 通
す る よ う に ベ ン ト 通 路 （ ３ ８ ） を 有 し 、 さ ら に 略 管 状 の 開 口 端 部 を 有 し 、
　 （ ｂ ） 前 記 フ ロ ー ト （ ４ ２ ） は 前 記 フ ロ ー ト 用 の 中 空 室 内 に 設 け ら れ て 、 前 記 燃 料 タ ン
ク 内 の 液 面 が 所 定 の レ ベ ル ま で 上 昇 し た と き 、 前 記 ア ウ ト レ ッ ト ポ ー ト を 閉 口 す る よ う に
操 作 自 在 で あ っ て 、
　 （ ｃ ） 前 記 リ テ ー ナ （ ４ ６ ） は 複 数 Ｎ の 周 囲 に 離 間 し て 設 け た 指 状 部 （ ４ ８ ） を 有 し て
お り 、 前 記 開 口 端 部 内 に 装 着 さ れ 、 か つ 前 記 バ ル ブ ボ デ ー は 複 数 Ｋ の 分 離 し た 係 合 面 を 有
し て お り 、 こ の 際 、 前 記 リ テ ー ナ が 前 記 バ ル ブ ボ デ ー に 対 し て 任 意 の 回 転 方 向 に あ っ て も
、 少 な く と も １ つ の 前 記 指 状 部 を 前 記 係 合 面 の 各 々 と 係 合 さ せ る こ と を 特 徴 と す る ベ ン ト
弁 の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 Ｎ と Ｋ と は 、 Ｎ ＝ Ｋ （ ｍ ＋ ｉ ） の 関 係 に あ り 、 こ の 際 、 前 記 ｉ は 少 な く と も １ の 整
数 で あ り 、 か つ 前 記 ｍ は 少 な く と も ２ の 整 数 で あ っ て 、 各 前 記 係 合 面 に よ っ て 定 め ら れ る
中 心 角 γ は 、 γ ＝ ３ ６ ０ ° （ ｍ ／ Ｎ ） の 関 係 に あ り 、 前 記 係 合 面 間 の 間 隔 に よ っ て 定 め ら
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れ る 中 心 角 Δ は 、 Δ ＝ ３ ６ ０ ° （ （ １ /Ｋ ） -（ ｍ /Ｎ ） ） の 関 係 に あ り 、 か つ 、 前 記 指 状
部 間 の 間 隔 β に よ っ て 定 め ら れ る 中 心 角 β は 、 β ＝ （ γ /ｍ ） － α の 関 係 に あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の ベ ン ト 弁 の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 バ ル ブ ボ デ ー と リ テ ー ナ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 部 材 か ら 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ８ に 記 載 の ベ ン ト 弁 の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 指 状 部 は ラ ジ ア ル 方 向 に 弾 力 的 に 撓 む こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記
載 の ベ ン ト 弁 の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 分 離 し た 係 合 面 の 各 々 は 、 前 記 バ ル ブ ボ デ ー に 形 成 さ れ る 係 合 面 の 端 部 を 構 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の ベ ン ト 弁 の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 指 状 部 の 各 々 は 前 記 係 合 面 の １ つ と ス ナ ッ プ 係 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に
記 載 の ベ ン ト 弁 の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 バ ル ブ ボ デ ー は 環 状 の 肩 部 を 内 部 に 形 成 し て 備 え て 、 前 記 リ テ ー ナ を こ の 肩 部 に 対
し て 係 合 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の ベ ン ト 弁 の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 リ テ ー ナ は 略 カ ッ プ 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の ベ ン ト 弁 の ア
セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 フ ロ ー ト 操 作 型 弁 の 組 立 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 端 部 側 を 開 口 さ せ た フ ロ ー ト 用 の 中 空 室 （ ３ ４ ） と 、 ベ ン ト 通 路 と 連 通 す る よ う
に ベ ン ト 用 の ア ウ ト レ ッ ト ポ ー ト （ ３ ６ ） を 備 え た バ ル ブ ボ デ ー （ ３ ２ ） を 用 意 す る ス テ
ッ プ と 、
　 （ ｂ ） フ ロ ー ト 操 作 型 の 弁 部 材 （ ４ ４ ） を 前 記 中 空 室 （ ３ ４ ） 内 に 設 け る ス テ ッ プ と 、
か つ 、
　 （ ｃ ） 複 数 Ｎ の 周 囲 に 離 間 し た 指 状 部 を 備 え た プ ラ グ （ ４ ６ ） を 用 意 し て 、 前 記 プ ラ グ
（ ４ ６ ） を 任 意 の 回 転 方 向 で 前 記 開 口 し た 端 部 内 に 挿 入 さ せ る こ と で 、 前 記 端 部 側 に 設 け
ら れ た 係 合 面 の 各 々 に 対 し て 少 な く と も １ つ の 前 記 指 状 部 を 係 合 さ せ る ス テ ッ プ と を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 挿 入 を 行 う ス テ ッ プ で は 、 前 記 プ ラ グ を 軸 方 向 に の み 挿 入 さ せ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 係 合 を 行 う ス テ ッ プ で は 、 ス ナ ッ プ 係 合 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載
の 方 法 。
                                                                            
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 中 空 室 （ 中 空 状 の チ ャ ン バ ） 用 の ク ロ ー ジ ャ ー ま た は リ テ ー ナ に 関 す る 。 特
に 本 発 明 は 、 管 状 部 材 の 開 口 端 部 側 に ク ロ ー ジ ャ ー 部 材 を 装 着 さ せ て 閉 口 さ せ る こ と と 、
管 状 部 材 内 に 他 の 部 材 を 保 持 さ せ る こ と の 双 方 ま た は い ず れ か が 求 め ら れ る 、 管 状 部 材 用
の ク ロ ー ジ ャ ー に 関 す る 。 よ り 特 徴 的 に は 、 本 発 明 は 、 フ ロ ー ト 用 に 中 空 室 を 有 す る バ ル
ブ ボ デ ー 内 に フ ロ ー ト 操 作 型 の 弁 を 保 持 さ せ る た め の リ テ ー ナ ま た は ク ロ ー ジ ャ ー に 関 し
、 こ の 具 体 例 と し て 、 燃 料 タ ン ク 内 の 燃 料 蒸 発 ガ ス の 流 れ を タ ン ク の 外 側 に 延 び る ベ ン ト
通 路 に 流 す よ う に 制 御 す る 燃 料 蒸 発 ガ ス 用 の ベ ン ト 弁 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 燃 料 タ ン ク に 用 い ら れ る 燃 料 蒸 発 ガ ス 用 の ベ ン ト 弁 は 、 フ ロ ー ト 操 作 型 の 弁 を 用
い て 、 車 両 の 燃 料 補 給 時 や 、 ス ロ ッ シ ン グ 時 ま た は 横 転 時 に 燃 料 タ ン ク 内 の 燃 料 液 面 が 上
昇 す る 際 、 フ ロ ー ト を ベ ン ト ポ ー ト に 向 っ て 上 方 移 動 さ せ て 、 ベ ン ト ポ ー ト を 閉 口 し て い
る 。 従 来 公 知 の 、 フ ロ ー ト 操 作 型 の 燃 料 タ ン ク 用 の 燃 料 蒸 発 ガ ス 用 ベ ン ト 弁 は 、 バ ル ブ ボ
デ ー の フ ロ ー ト 用 の 中 空 室 つ ま り 中 空 状 の 管 状 部 内 に フ ロ ー ト と 弁 を 組 み 込 ん だ 後 、 こ の
内 部 に キ ャ ッ プ ま た は リ テ ー ナ を 装 着 さ せ て 、 フ ロ ー ト を 中 空 室 内 に 保 持 さ せ て い る 。 こ
の 際 、 典 型 的 に キ ャ ッ プ ま た は ク ロ ー ジ ャ ー に ス プ リ ン グ タ ブ ま た は 指 状 部 （ フ ィ ン ガ ）
を 備 え て 、 中 空 室 内 に 装 着 さ れ る 際 、 管 状 の 中 空 室 内 に 形 成 し た 対 応 す る 係 合 部 ま た は 係
合 面 、 例 え ば 孔 状 部 （ ウ イ ン ド ウ ） と 係 合 さ せ て い る 。 し か し な が ら 、 こ の 形 態 で は 、 ク
ロ ー ジ ャ ー の 指 状 部 ま た は タ ブ を バ ル ブ ボ デ ー の 係 合 部 ま た は 係 合 面 と 係 合 さ せ る た め に
は 、 装 着 時 に エ ン ド キ ャ ッ プ を 適 切 な 回 転 方 向 ま た は 周 方 向 に 指 向 さ せ て 組 み 付 け な け れ
ば な ら な い と い う 短 所 が あ っ た 。 こ の た め 、 ク ロ ー ジ ャ ー ま た は エ ン ド キ ャ ッ プ を バ ル ブ
ボ デ ー に 対 し て 自 動 的 に 装 着 さ せ る こ と が 求 め ら れ る 場 合 に は 、 短 所 な い し は 欠 点 と な っ
て い た 。 つ ま り 、 こ の よ う な 組 み 付 け を 自 動 的 に 行 う こ と が 求 め ら れ る 場 合 に は 、 こ の 自
動 に よ る 組 立 て を 行 う 際 に 、 キ ャ ッ プ を 軸 方 向 と 回 転 方 向 の 双 方 を 整 合 さ せ る 必 要 が あ る
た め 、 極 め て コ ス ト 高 で 、 複 雑 な も の に な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 故 に 、 従 来 、 ク ロ ー ジ ャ ー の 係 合 面 を 管 状 の 中 空 室 に 備 え ら れ た 係 合 面 と 係 合 さ せ る 際
に 、 回 転 ま た は 周 方 向 に 指 向 さ せ る 必 要 が な い よ う に 、 管 状 の 中 空 室 内 に ク ロ ー ジ ャ ー ／
リ テ ー ナ を 組 み 込 む こ と が で き る 方 法 な い し は 手 段 が 求 め ら れ て い た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 中 空 室 、 特 に 管 状 部 材 の 開 口 端 部 内
に 組 み 付 け ら れ る 際 に 、 回 転 方 向 に 指 向 性 を も た な い ク ロ ー ジ ャ ー ／ リ テ ー ナ の ア セ ン ブ
リ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。 さ ら に 、 本 発 明 は 、 燃 料 蒸 発 ガ ス 用 の ベ ン ト
弁 の ア セ ン ブ リ と 、 フ ロ ー ト 操 作 型 弁 の 組 立 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 ク ロ ー ジ ャ ー ／ リ テ ー ナ に 保 持 用 、 ま た は 係 合 用 の 指
状 部 ま た は タ ブ を 備 え て 、 管 状 部 材 ま た は 中 空 室 の 周 面 に 形 成 し た 対 応 す る 係 合 面 、 例 え
ば 孔 状 部 と 係 合 さ せ る 。 こ の 際 、 管 状 の 中 空 室 に 設 け た 係 合 面 の 夫 々 に 対 し て 少 な く と も
１ つ の 係 合 用 の 指 状 部 が 係 合 す る よ う に 、 管 状 の 中 空 室 の 係 合 面 の 周 方 向 の 幅 （ ま た は 延
長 部 ） と 間 隔 を 定 め る 。 そ し て 、 ク ロ ー ジ ャ ー ／ リ テ ー ナ が 管 状 の 中 空 室 に 対 し て 任 意 の
回 転 方 向 に あ っ て も 、 ク ロ ー ジ ャ ー ／ リ テ ー ナ を 管 状 部 材 の 開 口 端 部 内 に 挿 入 し て 、 こ の
内 部 に ス ナ ッ プ 係 合 で き る よ う に し て 、 こ の 結 果 、 自 動 的 な 組 付 け を 容 易 に 行 え る よ う に
す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 即 ち 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 に お い て は 、 内 側 か ら 取 り 付 け ら れ る ク ロ ー ジ ャ ー の ア
セ ン ブ リ で あ っ て 、 （ ａ ） 一 方 の 端 部 に 近 接 し て 、 複 数 Ｋ の 分 離 し た 係 合 面 （ １ ６ ） を 周
囲 に 離 間 し て 設 け た 管 状 部 材 （ １ ２ ） と 、 （ ｂ ） 前 記 一 方 の 端 部 に 対 し て 内 側 か ら 取 り 付
け ら れ る よ う に 構 成 さ れ 、 か つ 複 数 Ｎ の 係 合 用 の 指 状 部 （ ２ ０ ） を ラ ジ ア ル 方 向 に 延 ば す
よ う に 周 囲 に 離 間 し て 設 け た プ ラ グ 部 材 （ １ ８ ） と を 有 し 、 こ の 際 、 前 記 プ ラ グ 部 材 が 前
記 管 状 部 材 に 対 し て 任 意 の 回 転 方 向 に あ っ て も 、 少 な く と も １ つ の 前 記 指 状 部 を 前 記 係 合
面 の 各 々 と 係 合 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ８ に 記 載 し た 発 明 に お い て は 、 燃 料 蒸 発 ガ ス 用 の ベ ン ト 弁 の ア セ ン ブ リ で あ っ て
、 バ ル ブ ボ デ ー （ ３ ２ ） 、 フ ロ ー ト （ ４ ２ ） 及 び リ テ ー ナ （ ４ ６ ） を 有 し 、 こ の 際 、 （ ａ
） 前 記 バ ル ブ ボ デ ー （ ３ ２ ） は 燃 料 タ ン ク 内 に 装 着 さ れ る よ う に 構 成 さ れ 、 フ ロ ー ト 用 の
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中 空 室 （ ３ ４ ） を 有 す る と と も に 、 ベ ン ト 用 の ア ウ ト レ ッ ト ポ ー ト （ ３ ６ ） と 連 通 す る よ
う に ベ ン ト 通 路 （ ３ ８ ） を 有 し 、 さ ら に 略 管 状 の 開 口 端 部 を 有 し 、 （ ｂ ） 前 記 フ ロ ー ト （
４ ２ ） は 前 記 フ ロ ー ト 用 の 中 空 室 内 に 設 け ら れ て 、 前 記 燃 料 タ ン ク 内 の 液 面 が 所 定 の レ ベ
ル ま で 上 昇 し た と き 、 前 記 ア ウ ト レ ッ ト ポ ー ト を 閉 口 す る よ う に 操 作 自 在 で あ っ て 、 （ ｃ
） 前 記 リ テ ー ナ （ ４ ６ ） は 複 数 Ｎ の 周 囲 に 離 間 し て 設 け た 指 状 部 （ ４ ８ ） を 有 し て お り 、
前 記 開 口 端 部 内 に 装 着 さ れ 、 か つ 前 記 バ ル ブ ボ デ ー は 複 数 Ｋ の 分 離 し た 係 合 面 を 有 し て お
り 、 こ の 際 、 前 記 リ テ ー ナ が 前 記 バ ル ブ ボ デ ー に 対 し て 任 意 の 回 転 方 向 に あ っ て も 、 少 な
く と も １ つ の 前 記 指 状 部 を 前 記 係 合 面 の 各 々 と 係 合 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 し た 発 明 に お い て は 、 フ ロ ー ト 操 作 型 弁 の 組 立 方 法 で あ っ て 、 （ ａ ）
端 部 側 を 開 口 さ せ た フ ロ ー ト 用 の 中 空 室 （ ３ ４ ） と 、 ベ ン ト 通 路 と 連 通 す る よ う に ベ ン ト
用 の ア ウ ト レ ッ ト ポ ー ト （ ３ ６ ） を 備 え た バ ル ブ ボ デ ー （ ３ ２ ） を 用 意 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｂ ） フ ロ ー ト 操 作 型 の 弁 部 材 （ ４ ４ ） を 前 記 中 空 室 （ ３ ４ ） 内 に 設 け る ス テ ッ プ と 、 か
つ 、 （ ｃ ） 複 数 Ｎ の 周 囲 に 離 間 し た 指 状 部 を 備 え た プ ラ グ （ ４ ６ ） を 用 意 し て 、 前 記 プ ラ
グ （ ４ ６ ） を 任 意 の 回 転 方 向 で 前 記 開 口 し た 端 部 内 に 挿 入 さ せ る こ と で 、 前 記 端 部 側 に 設
け ら れ た 係 合 面 の 各 々 に 対 し て 少 な く と も １ つ の 前 記 指 状 部 を 係 合 さ せ る ス テ ッ プ と を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 、 添 付 し た 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ ～ ３ を 参 照 す る と 、 符 合 １ ０ を 用 い て 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る ク ロ ー ジ ャ ー
／ リ テ ー ナ の ア セ ン ブ リ を 示 し て お り 、 こ の ア セ ン ブ リ は 中 空 室 １ ４ を 備 え る 管 状 部 材 ま
た は ハ ウ ジ ン グ １ ２ を 有 す る こ と を 示 し て い る 。 中 空 室 １ ４ の 周 囲 に は 、 周 状 に 離 間 し て
、 複 数 、 係 合 面 １ ６ が 備 え ら れ る が 、 好 ま し く は 、 係 合 面 １ ６ は 孔 状 部 （ ウ イ ン ド ウ ） を
構 成 し 、 こ れ ら の 数 、 間 隔 及 び 周 方 向 の 幅 に つ い て は 以 下 に お い て 詳 述 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ク ロ ー ジ ャ ー ／ リ テ ー ナ 部 材 （ ま た は プ ラ グ 部 材 ） １ ８ に は 複 数 、 周 囲 に 離 間 し て 、 指
状 部 ま た は タ ブ ２ ０ が 備 え ら れ る が 、 こ れ ら タ ブ は 夫 々 接 続 面 ま た は 係 合 面 ２ ２ を こ れ ら
の 先 端 側 に 備 え る 。 好 ま し く は 、 表 面 ２ ２ は テ ー パ 付 け ら れ て 、 軸 方 向 に 組 付 け ら れ る 際
に カ ム 作 用 （ camming action） を 提 供 で き る よ う に す る 。 こ れ ら 指 状 部 ２ ０ の 数 、 周 方 向
の 間 隔 及 び 幅 、 即 ち 弧 状 の 延 長 部 に つ い て は 以 下 に お い て 詳 述 さ れ る 。 但 し 、 ク ロ ー ジ ャ
ー １ ８ を （ 管 状 部 材 の ） 内 部 に 挿 入 す る 際 、 表 面 ２ ２ が 部 材 １ ２ の エ ッ ジ ま た は 端 部 と 当
接 す る こ と に よ っ て 、 指 状 部 ２ ０ は 内 側 に 向 っ て 撓 む よ う に 構 成 さ れ て お り 、 さ ら に 弾 力
的 に 回 復 、 つ ま り ラ ジ ア ル 方 向 の 外 側 に 向 っ て ば ね 状 に 移 動 し て 、 管 状 部 材 １ ２ の 開 口 端
部 と 近 接 し て 設 け ら れ る 孔 状 部 １ ６ の 端 面 と 係 合 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の 係 合
状 態 は 、 図 ２ と ３ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ４ を 参 照 す る と 、 参 照 用 の 符 合 ガ ン マ （ γ ） を 用 い て 各 孔 状 部 １ ６ の 弧 状 の 延 長 部 つ
ま り 幅 を 示 し て お り 、 ま た 参 照 用 の 符 合 デ ル タ （ Δ ） を 用 い て 各 孔 状 部 間 の 間 隔 を 示 し て
い る 。 ま た 、 各 指 状 部 ま た は タ ブ ２ ０ は 、 参 照 用 の 符 合 ア ル フ ァ （ α ） を 用 い て 示 す よ う
に 弧 状 の 延 長 部 つ ま り 幅 を 有 し て お り 、 ま た 参 照 用 の 符 合 ベ ー タ （ β ） を 用 い て 示 す よ う
に 弧 状 の 間 隔 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 際 、 指 状 部 ２ ０ の 数 Ｎ と 係 合 面 １ ６ の 数 Ｋ と が 、 Ｎ ＝ Ｋ （ ｍ ＋ ｉ ） の 関 係 に な る よ
う に 、 係 合 面 １ ６ 用 の 孔 状 部 内 に 指 状 部 ２ ０ を 設 け る 。 但 し 、 ｍ は 少 な く と も ２ の 整 数 で
あ っ て 、 各 孔 状 部 １ ６ に 係 合 す る 指 状 部 ２ ０ の 最 大 数 を 示 す 。 ま た 、 ｉ は 少 な く と も １ の
整 数 で あ っ て 、 孔 状 部 １ ６ 間 の 各 間 隔 と 当 接 す る 指 状 部 の 最 小 数 を 示 す 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 各 係 合 面 つ ま り 孔 状 部 １ ６ に よ っ て 定 め ら れ る 中 心 角 は 参 照 用 の 符 合 ガ ン マ （ γ ） に よ
っ て 示 さ れ て お り 、 次 の 関 係 に よ っ て 定 め ら れ る 。 即 ち 、
　 γ ＝ ３ ６ ０ ° × （ ｍ ／ Ｎ ）
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　 ま た 、 係 合 面 １ ６ 間 の 間 隔 に よ っ て 定 め ら れ る 中 心 角 デ ル タ （ Δ ） は 、 次 の 関 係 に よ っ
て 定 め ら れ る 。 即 ち 、
　 Δ ＝ ３ ６ ０ ° （ （ １ ／ Ｋ ） － （ ｍ ／ Ｎ ） ）
　 さ ら に 、 中 心 角 β は 、 次 の 関 係 に よ っ て 定 め ら れ る 。 即 ち 、
　 β ＝ （ γ ／ ｍ ） － α
　 こ の 際 、 α は 、 係 合 用 の 指 状 部 の 夫 々 の 周 方 向 の 延 長 部 つ ま り 幅 に よ っ て 定 め ら れ る 中
心 角 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 α と β は 、 次 の 関 係 に よ っ て 定 め ら れ る 。 即 ち 、
　 α ＋ β ＝ γ ／ ｍ
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 っ て 、 上 述 し た 関 係 か ら 、 ｍ 、 ｉ 及 び 係 合 面 Ｋ の 値 を 任 意 に 選 択 す る こ と で 、 係 合 用
の 指 状 部 の 相 当 す る 数 Ｎ 、 こ れ ら の 幅 α と 間 隔 β と 係 合 面 の 角 度 γ を 定 め る こ と が 可 能 に
な る 。 こ の 、 上 述 し た 関 係 か ら 、 ク ロ ー ジ ャ ー １ ８ が 本 体 １ ２ に 対 し て 任 意 の 回 転 方 向 に
あ っ て も 、 孔 状 部 つ ま り 係 合 面 １ ６ の 夫 々 が 少 な く と も １ つ の 係 合 用 の 指 状 部 ２ ０ を 内 部
に 係 合 さ せ る よ う に 、 軸 方 向 の 移 動 に よ っ て の み （ ク ロ ー ジ ャ ー １ ８ の ） 挿 入 と 係 合 を 行
う こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 図 ５ と ６ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 符 合 ３ ０ で 示 す フ ロ ー ト 操 作 型 の 燃
料 蒸 発 ガ ス 用 の ベ ン ト 弁 内 に 適 用 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 場 合 、 ベ ン ト 弁 ３ ０ は
フ ロ ー ト 室 （ 中 空 室 ） ３ ４ を 備 え る よ う に バ ル ブ ボ デ ー ３ ２ を 有 し 、 か つ フ ロ ー ト 室 の 上
方 端 部 側 に ベ ン ト 用 の ア ウ ト レ ッ ト ポ ー ト （ ベ ン ト ポ ー ト ） ３ ６ を 形 成 し て 備 え て 、 燃 料
蒸 発 ガ ス を 燃 料 タ ン ク の 外 側 に 延 び る ベ ン ト 通 路 ３ ８ ま で 排 出 で き る よ う に し て い る 。 ま
た 同 図 か ら 理 解 で き る よ う に 、 バ ル ブ ボ デ ー ３ ２ は 取 付 用 の フ ラ ン ジ ４ ０ を 有 し て お り 、
燃 料 タ ン ク の 外 側 か ら こ の 内 部 の ア ク セ ス オ ー プ ニ ン グ に 弁 を 挿 入 で き る よ う に す る と と
も に 、 こ の 後 、 フ ラ ン ジ を 燃 料 タ ン ク に 対 し て 例 え ば 溶 接 に よ っ て 固 着 で き る よ う に し て
い る 。 中 空 室 ３ ４ 内 に は フ ロ ー ト ４ ２ が 設 け ら れ る が 、 こ の フ ロ ー ト ４ ２ の 上 に は 可 撓 性
の 弁 部 材 ４ ４ を 取 り 付 け て 、 燃 料 タ ン ク 内 の 液 面 が 上 昇 し た 際 に フ ロ ー ト が 上 方 移 動 す る
こ と に よ っ て 、 ポ ー ト ３ ６ を 閉 口 で き る よ う に し て い る 。 フ ロ ー ト ４ ２ は リ テ ー ナ ま た は
ク ロ ー ジ ャ ー ４ ６ を 用 い る こ と で バ ル ブ ボ デ ー ３ ２ の 下 方 端 部 側 で 保 持 さ れ て い る が 、 こ
の リ テ ー ナ ま た は ク ロ ー ジ ャ ー ４ ６ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 従 っ て 構 成 さ れ て 、 複 数 の ラ
ジ ア ル 方 向 外 側 に 延 び る 指 状 部 ４ ８ を 備 え て 、 バ ル ブ ボ デ ー ３ ２ の 開 口 端 部 側 の 内 周 面 に
形 成 し た 、 対 応 す る 係 合 面 （ 図 ５ に は 示 し て い な い ） と 係 合 す る 。 尚 、 図 ５ と ６ の 実 施 の
形 態 に 用 い ら れ る 指 状 部 ４ ８ の 配 置 と 、 幅 及 び 間 隔 、 さ ら に 係 合 面 は 、 図 １ ～ ４ を 参 照 し
て 上 述 し た 説 明 に 従 っ て 定 め ら れ る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 故 に 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 は 、 周 囲 に 複 数 の 係 合 面 を 備 え る 管 状 部 材 ま た は 中 空 室
内 に 対 し て 内 側 か ら 組 み 込 ま れ る ク ロ ー ジ ャ ー ／ リ テ ー ナ を 提 供 す る が 、 ク ロ ー ジ ャ ー ／
リ テ ー ナ は 係 合 面 と 対 応 す る よ う に 指 状 部 を 備 え て 、 （ 中 空 室 内 に ク ロ ー ジ ャ ー ／ リ テ ー
ナ を ） 軸 方 向 に 挿 入 す る 際 に 、 係 合 面 と 係 合 さ せ る 。 こ の 際 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 で
は 、 ク ロ ー ジ ャ ー ／ リ テ ー ナ が ど の よ う な 回 転 方 向 に 指 向 す る の か に か か わ ら ず 、 係 合 面
の 夫 々 が 少 な く と も １ つ の 指 状 部 を 内 部 に 係 合 さ せ る よ う に 、 係 合 面 と 指 状 部 の 間 隔 と 周
方 向 の 幅 を 定 め る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ク ロ ー ジ ャ ー ／ リ テ ー ナ は 、 軸 方
向 の 移 動 の み に よ っ て 管 状 部 材 の 端 部 内 に ク ロ ー ジ ャ ー を 自 動 的 に 取 り 付 け る こ と が で き
、 こ の 際 、 係 合 面 と 係 合 す る た め に （ ク ロ ー ジ ャ ー を ） 回 転 方 向 に 指 向 さ せ る こ と を 要 し
な い 。 そ し て 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 は 、 フ ロ ー ト 操 作 型 の 燃 料 蒸 発 ガ ス 用 の ベ ン ト 弁
を 構 成 す る ボ デ ー 内 に フ ロ ー ト を 保 持 さ せ る た め に 、 ク ロ ー ジ ャ ー ／ リ テ ー ナ を 自 動 的 に
取 り 付 け る 際 に 特 に 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 尚 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 で は 、 プ ラ グ 部 材 （ ク ロ ー ジ ャ ー ／ リ テ ー ナ ） は 略 カ ッ プ
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形 状 を 有 す る の が 好 ま し い 。
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 で は 、 管 状 部 材 は 環 状 の 肩 部 を 内 部 に 形 成 し て 備 え て 、
プ ラ グ 部 材 を こ の 肩 部 に 対 し て 係 合 さ せ る の が 好 ま し い 。
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 で は 、 係 合 用 の 指 状 部 の 各 々 は 、 係 合 面 の １ つ と ス ナ ッ
プ 係 合 す る の が 好 ま し い 。
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 で は 、 バ ル ブ ボ デ ー ／ プ ラ グ 部 材 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 部 材
か ら 形 成 さ れ る の が 好 ま し い 。
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 で は 、 分 離 し た 係 合 面 は 、 管 状 部 材 に 形 成 さ れ る 孔 状 部
（ 係 合 面 ） の 端 部 を 構 成 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 、 添 付 し た 図 を 参 照 し て 、 本 発 明 に 係 る 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本
発 明 に 対 し て 様 々 な 変 形 及 び 修 正 を 行 う こ と は 可 能 で あ っ て 、 本 発 明 の 範 囲 は 本 明 細 書 に
添 付 し た 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て の み 定 め ら れ る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 管 状 部 材 の 一 部 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ 、 ３ の ２ － ２ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の ３ － ３ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 係 合 用 の 指 状 部 と 係 合 面 と の 様 々 な 角 度 の 関 係 を 示 す 、 図 ３ の 一 部 に 関 す る 概 略
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 弁 ア セ ン ブ リ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 弁 ア セ ン ブ リ の 底 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ ０ 　 　 　 　 　 　 　 ク ロ ー ジ ャ ー ／ リ テ ー ナ の ア セ ン ブ リ
　 １ ２ 　 　 　 　 　 　 　 管 状 部 材 （ ハ ウ ジ ン グ ）
　 １ ４ 、 ３ ４ 　 　 　 　 中 空 室
　 １ ６ 　 　 　 　 　 　 　 係 合 面 （ 孔 状 部 ）
　 １ ８ 、 ４ ６ 　 　 　 　 ク ロ ー ジ ャ ー ／ リ テ ー ナ 部 材 （ プ ラ グ 部 材 ）
　 ２ ０ 、 ４ ８ 　 　 　 　 指 状 部 （ タ ブ ）
　 ２ ２ 　 　 　 　 　 　 　 係 合 面
　 ３ ０ 　 　 　 　 　 　 　 フ ロ ー ト 操 作 型 の 燃 料 蒸 発 ガ ス 用 の ベ ン ト 弁
　 ３ ２ 　 　 　 　 　 　 　 バ ル ブ ボ デ ー
　 ３ ６ 　 　 　 　 　 　 　 ア ウ ト レ ッ ト ポ ー ト （ ベ ン ト ポ ー ト ）
　 ３ ８ 　 　 　 　 　 　 　 ベ ン ト 通 路
　 ４ ２ 　 　 　 　 　 　 　 フ ロ ー ト
　 ４ ４ 　 　 　 　 　 　 　 弁 部 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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